
 

■平成３０年の災害の特徴 
 平成３０年に発生した災害は、統計開始以降最大の被害が発生している。 

  被害箇所数 ： ２，２８５件   うち西日本豪雨災害では、２,０８１件 

  被害額   ：   ３１７億円                ２７９億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  被災箇所は南予を中心とした被害が発生しており、特に大洲市、西予市、宇和島市の被害が甚

大であり、被害額にして県内の約 70％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今治市：186 箇所 21 億４千万円 

松山市：184 箇所 24 億 4 千万円 

大洲市：222 箇所 42 億４千万円 

西予市：381 箇所 55 億 3 千万円 

宇和島市：518 箇所 57 億 1 千万円 
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東中南予別 災害発生状況（３０年災害）

（金額ベース）

※公共土木施設災害復旧事業費（査定結果） 


